
　町内すべての幼稚園、保育園、小学校、中学校、阿久比高校や保護者・
地域の皆さんの参加で１１月１８日から２１日までの４日間「一斉あいさつ運動」
が行われ、町が元気なあいさつと笑顔でいっぱいになりました。（写真は南部
小学校児童）

No. 971

“笑顔であいさつ” 

12 
1

主な内容 

秋の叙勲受章者 

飲酒運転はダメ 

ページ 

　警察功労で石黒敬二さんが秋
の叙勲を受章。喜びの声を聞く。 

　年末の交通安全県民運動を実施。飲酒運転は絶
対にダメです。交通ルールを守り、事故のない町に。 

まちの話題 
　盛大に開催された産業まつり、ドラゴンズ選手たち
がスポーツ村で秋季練習を行った話題などを紹介。 

□ 8

あぐいぶらり旅 
　東部小学校周辺をぶらり。小学校の運動場に生
い茂る「メタセコイア」の木に友人の思い出が…。 

□ １２ 

□ 4

□ 2
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広報あぐい　２００８年１２月１日号

瑞宝双光章　石黒敬二さん（７３歳）

　「家族や友人、お世話になった皆さんに感謝の気持ちで
いっぱいです。ありがとうございました」と受章を喜ぶ石
黒さん。
　昭和３３年４月民間会社へ就職したものの、感じるところ
があって、その年の１０月愛知県警察に入り、平成６年１２月
瀬戸警察署長を最後に、退職するまでの３６年２カ月間警察
業務に就き、愛知県民のために尽力されました。
　昭和３４年最初に赴任した東署で、警察官の“責任の重さ”
を学んだと言います。「伊勢湾台風後の災害警備は連日連
夜本当に大変でした。自然災害の恐ろしさ、命の尊さを目
で見て肌で感じました。警察学校で机を並べた同期生があ
る事件に巻き込まれて、被害者の女性をかばおうとして殉
職するという悲しい経験もしました。長い間、仕事を続け
ることができた原点はそこからだったと思います」と振り
返ります。
　石黒さんは毎週日曜日に、気の合った仲間たちでつくっ
たサークル「中国語同好会」で活動をしています。公民館
で仲間と一緒に中国語の勉強をするのが今一番の楽しみ。
　「微力ですが、私を支えてくれた皆さんに少しでも何か恩
返しができればと思っています」。石黒さんの言葉から“人
のために尽くす仕事”は、これからも続きそうな気持ちが
伝わってきました。

　秋の叙勲で長年警察業務に従事した石黒敬二
さん（福住園高台）が瑞宝双光章を受章しま
した。石黒さんに受章の喜びを聞きました。

　１２月２７日（土）から名鉄電車のダイヤ改正で、阿久比駅が特急（一部特別
車）停車駅になります。

□問い合わせ先　名鉄お客さまセンター　�０５２（５８２）５１５１
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償却資産（固定資産税） 
申告者の方へ 

－「機械及び装置」の 
　　　耐用年数が変更になりました－ 

償却資産（固定資産税） 
申告者の方へ 

償却資産（固定資産税） 
申告者の方へ 

　

平
成
二
十
年
度
税
制
改
正
で
、「
減
価
償

却
資
産
の
耐
用
年
数
等
に
関
す
る
省
令
」

が
改
正
さ
れ
、
「
機
械
及
び
装
置
（
種
類

２
）」
の
耐
用
年
数
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
二
十
一
年
度
分
の
申
告
は
、
該

当
す
る
資
産
の
改
正
後
の
耐
用
年
数
に
修

正
し
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
時
の
留
意
点

○　

改
正
後
の
耐
用
年
数
は
、
過
去
に
申

告
い
た
だ
い
た
償
却
資
産
も
含
め
て
、

毎
年
一
月
一
日
に
所
有
す
る
す
べ
て
の

償
却
資
産
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

○　

償
却
資
産
の
評
価
は
、
平
成
二
十
年

度
の
評
価
額
を
基
礎
に
、
改
正
後
の
耐

用
年
数
に
応
じ
た
減
価
を
計
算
し
て
算

出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
資
産
の
取

得
時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
再
計
算
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○　

申
告
は
町
か
ら
送
付
す
る
「
種
類
別

明
細
書
」
の
「
耐
用
年
数
」
欄
を
改
正

後
の
耐
用
年
数
に
修
正
し
て
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
計
算
上
の
必
要
か

ら
種
類
２
の
適
用
欄
に
は
、「
旧
耐
用
年

数
」
の
打
ち
出
し
を
行
い
ま
す
。

○　

平
成
二
十
年
中
に
新
た
に
取
得
し
た

資
産
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
耐
用
年

数
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

○　

全
資
産
申
告
（
企
業
電
算
申
告
）
を

行
っ
て
い
る
場
合
、
利
用
シ
ス
テ
ム
の

計
算
方
法
が
前
年
度
の
評
価
額
を
基
礎

に
計
算
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
確

認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○　

耐
用
年
数
が
改
正
さ
れ
た
資
産
に
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

【
例
】

　

種
類
２　

機
械
及
び
装
置

・
厨
房
設
備　

九
年→

八
年

・
自
動
車
製
造
設
備　

十
年→

九
年

・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
設
備　

七
年→

十
三
年

　

詳
細
は
送
付
す
る
申
告
書
に
同
封
す
る

改
正
表
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
固
定
資
産
税

係　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
３
１
）

①　国税庁ホームページから電子申告
　自宅から国税庁ホームページの「確定申告
書等作成コーナー」を利用して、e-Tax に送
信することができます。
②　最高５,０００円の税額控除
　平成２０年分の所得税の確定申告を本人の電
子署名と電子証明書を付して、申告期限内に
e-Tax で行うと、所得税額から最高５,０００円の
控除を受けることができます。（平成１９年分
の確定申告で控除の適用を受けた方は受けら
れません）
③　添付書類の提出省略
　所得税の確定申告を e-Tax で行う場合、医
療費の領収書や源泉徴収票などは、その記載
内容を入力して送信することで提出と提示を
省略することができます。（確定申告期限から
３年間、書類の提出と提示を求められること
があります）
④　還付金がスピーディー
　e-Tax で申告した還付申告は早期処理をし
ます。（３週間程度に短縮）
※　詳細は国税庁 e-Tax ホームページ
（http://www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

　

電
子
証
明
書
（
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
）
を
取
得
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
的

機
関
へ
の
電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。

□
電
子
証
明
書
の
取
得
方
法　

　

住
民
福
祉
課
で
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

を
入
手
後
、
手
続
き
を
行
う
と
取
得
で
き

ま
す
。
電
子
証
明
書
は
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
ま
す
。

※　

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
利
用
の
場
合
、
確
定
申

告
時
期
の
直
前
は
混
雑
し
ま
す
。
電
子

証
明
書
は
い
つ
で
も
取
得
で
き
ま
す
の

で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
電
子
証
明
書
取
得
に
必
要
な
も
の

・　

本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
な
ど
官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写

真
付
き
証
明
書
）

・　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
な
い
方
は

認
印
）

□
発
行
手
数
料　

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
五
百
円
、
電
子

証
明
書
五
百
円

□
利
用
に
必
要
な
も
の　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な
パ
ソ

コ
ン
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

□
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
【
電
子
証
明
書（
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
）】

http://w
w
w
.jpki.go.jp/

　
【
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
】

http://w
w
w
.jpki

‐ rw
.jp/

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２
５
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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【
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う
】

飲
酒
運
転

飲
酒
運
転
は
ダ
メ
 

飲
酒
運
転

飲
酒
運
転
は
ダ
メ
 

飲
酒
運
転

飲
酒
運
転
は
ダ
メ
 

飲
酒
運
転
は
ダ
メ
 

飲
酒
運
転
は
ダ
メ
 

�

�

�

�

　

年
末
は
交
通
量
が
増
加
し
、
特
有
の
慌

た
だ
し
さ
か
ら
交
通
事
故
が
最
も
多
発
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
忘
年
会
の

シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
飲
酒
の
機

会
が
増
え
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
も
心

配
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
一
年
を
通
じ
て
日
没
時
刻

が
最
も
早
く
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か

け
て
、
特
に
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る
交
通

事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。　

　

そ
こ
で
、
こ
の
時
期
に
合
う
項
目
を
重

点
と
し
た
運
動
を
県
民
総
ぐ
る
み
で
展
開

し
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識

を
高
め
、
安
全
行
動
の
実
践
を
通
じ
て
交

通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
も
交
通
安

全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、

交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

〜
悪
い
の
は

運
転
者
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
〜

○
家
庭
で
は

・　

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
の
悲
惨
さ
と

責
任
の
重
大
さ
に
つ
い
て
、
家
庭
で
話

し
合
う
機
会
を
持
つ
。

・　

忘
年
会
な
ど
飲
酒
の
予
定
が
あ
る
日

の
帰
宅
の
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

お
く
。

○
運
転
者
は

・　

一
滴
で
も
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
乗
ら
な

い
こ
と
や
深
酒
を
慎
む
こ
と
を
誓
う
。

・　

飲
酒
を
伴
う
会
合
な
ど
へ
の
出
席
は
、

公
共
の
交
通
機
関
を
利
用
し
た
り
、
代

行
運
転
や
家
族
に
送
迎
を
依
頼
す
る
。

　

○
家
庭
で
は

・　

自
宅
近
く
の
危
険
個
所
を
確
認
し
、

事
故
防
止
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

・　

外
出
時
に
は
、
家
族
が
必
ず
交
通
安

全
の
一
声
を
掛
け
、
反
射
材
な
ど
の
着

用
を
徹
底
す
る
。

○
運
転
者
は

・　

道
路
横
断
中
や
自
転
車
に
乗
っ
て
い

る
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
十
分
に
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
思
い
や
り
運
転
に

心
掛
け
る
。

○
家
庭
で
は

・　

自
宅
近
く
の
危
険
個
所
を
確
認
し
、

事
故
防
止
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

・　

反
射
材
な
ど
の
事
故
防
止
器
材
を
積

極
的
に
活
用
す
る
。

○
運
転
者
は

・　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
は
、
速
度
を
ス

ロ
ー
に
す
る
よ
う
意
識
す
る
。

・ 　

日
没
時
刻
（
お
お
む
ね
午
後
四
時
半
）

の
三
十
分
前
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
。

○
家
庭
で
は

・　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
確
実
に
着
用
し
て
か
ら
出
発
す
る

習
慣
を
つ
け
る
。

・ 　

用
途
、体
に
あ
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
使
用
と
確
実
な
装
着
を
行
う
。

○
運
転
者
は

・　

自
席
（
助
手
席
）
と
後
部
席
の
着
用

を
徹
底
す
る
。

・ 　

わ
ず
か
な
距
離
で
も
確
実
に
着
用
す

る
習
慣
を
つ
け
る
。

○
家
庭
・
地
域
で
は

・　

運
転
す
る
人
に
酒
を
勧
め
な
い
。

・　

酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い
。

○
運
転
者
は

・　

運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い
。

・　

酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

ス
ト
ッ
プ
（
Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
）
…
赤
信
号
は
ス

ト
ッ
プ
、
一
時
停
止
場
所
で
ス
ト
ッ
プ
、

飲
酒
運
転
を
ス
ト
ッ
プ
。

ス
ロ
ー
（
Ｓ
ｌ
ｏ
ｗ
）
…
見
通
し
の
悪
い

交
差
点
で
の
速
度
を
ス
ロ
ー
、
高
齢
者

や
子
ど
も
を
見
た
ら
速
度
を
ス
ロ
ー
。

ス
マ
ー
ト
（
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
）
…
運
転
中
は

携
帯
電
話
を
し
な
い
、
急
発
進
・
空
ふ

か
し
を
し
な
い
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
正

し
く
着
用
し
、
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た

ス
マ
ー
ト
運
転
を
し
よ
う
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

※　

反
射
タ
ス
キ
を
防
災
交
通
課
で
無
料

　

配
布
し
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

防
災
交
通
課　
　
　

　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
７
７
）

【
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
】

【
飲
酒
運
転
四（
し
）な
い
運
動
】

【　
　
　
　
　
　

】

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

正
し
く
着
用
し
よ
う

【　
　
　
　
　
　

】

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩

行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の

交
通
事
故
を
な
く
そ
う

【
交
通
安
全
ス
リ
ー
S
運
動
】
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９９ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０へ問い合わせてください。最新
のメッセージを聞くことができます。

も
多
く
あ
り
、
日
ご
ろ
の
訓
練
で
消
火
活

動
の
迅
速
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
九
日
に
は
、
阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ

村
第
二
駐
車
場
で
、「
第
五
回
消
防
実
戦
訓

練
」
を
行
い
ま
し
た
。
半
田
消
防
署
阿
久

比
支
署
の
指
導
の
も
と
、
災
害
時
に
お
け

る
車
両
走
行
、
障
害
物
の
除
去
、
可
搬
式

小
型
ポ
ン
プ
を
使
っ
た
高
所
か
ら
の
放
水

な
ど
、
有
事
の
際
に
分
団
と
し
て
適
切
な

対
応
が
出
来
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
総
合

訓
練
で
す
。

　

各
分
団
で
消
火
時
間
な
ど
を
競
っ
た
競

　

消
防
団
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
の
精
神
に
基
づ
き
、
消
火
・

防
災
活
動
で
活
躍
し
、
地
域
住
民
の
尊
い

生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
り
、
自
主
防
災

会
と
同
様
、
地
域
防
災
の
主
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
救
出
の
一
例
で
は
、

救
出
さ
れ
た
方
の
七
七
パ
ー
セ
ン
ト
が

「
自
力
・
家
族
・
自
主
防
災
会
・
地
元
消

防
団
」
に
助
け
出
さ
れ
、
八
〇
パ
ー
セ
ン

ト
の
方
が
生
還
で
き
ま
し
た
。
地
域
が
消

防
団
と
一
体
と
な
っ
た
協
力
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。

　

阿
久
比
町
消
防
団
は
、
町
内
を
五
つ
の

地
区
に
分
け
、
団
員
数
八
十
四
人
（
定
数

百
五
人
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。（
平

成
二
十
年
十
一
月
一
日
現
在
）

　

主
な
活
動
は
年
頭
の
消
防
出
初
式
に
始

ま
り
、
観
閲
式
、
消
防
操
法
大
会
、
防
災

訓
練
、
年
末
夜
警
な
ど
年
間
を
通
じ
て
訓

練
な
ど
に
励
ん
で
い
ま
す
。
町
内
に
は
、

大
型
の
消
防
車
両
の
進
入
が
困
難
な
場
所

　町民の皆さんに、災害に関する情報や台風などの気象情報を迅速、的確に

お知らせするために、「あんしん・防災ねっと」を開設しています。

 災害時緊急メール 

　自分の携帯電話のメールアドレスを登録することで、町から発信する防災

の緊急情報などをメールでお知らせします。

※　災害時緊急メール登録者数１,００９人（１１月１９日現在）

　インターネット接続画面からアドレスを入力してください。

☆アドレス

　http://www.anshin-bousai.net/agui/

※　すべての携帯電話端末に対応しています。

※　阿久比町のＨＰからも閲覧できます。

☆阿久比町のＨＰアドレス

　http://www.town.agui.lg.jp

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで防災緊急情報を携帯電話で

技
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
優　

勝　

第
三
分
団

○
準
優
勝　

第
五
分
団

○
第
三
位　

第
四
分
団

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

　

消
防
団
員
数
の
減
少
、
消
防
団
員
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。
阿
久
比
町
で
も
今
ま
で
以
上

に
団
員
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
在
住
、
在
勤
の
十
八
歳
以
上
の
方
で

入
団
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
防
災
交
通
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

実戦訓練に取り組む消防団員

消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防
団団団団団団団団団団団団団団
にににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるるるるるる

消
防
団
に
よ
る

地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域
防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災
力力力力力力力力力力力力力力
のののののののののののののの
充充充充充充充充充充充充充充
実実実実実実実実実実実実実実

地
域
防
災
力
の
充
実

行政無線情報は電話でも
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プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

全国へ発信 　 

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

○ ３０ 

　生活習慣・学習習慣・食育研究部会で作成した「家庭、園・学校がともに育ち合うための手
引き」の中から、中学校子育てQ＆Aの一部を紹介します。家庭教育の参考にしてください。 

□問い合わせ先　学校教育課�（４８）１１１１（内２０２）

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育てててててててててててててててててててててててて QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA子育てQ&A
Ｑ　中学生の“反抗的”な態度をどう理解したらいいですか。

　中学生の年代は、だんだん自我に目覚めて人格が形成され
る時期です。子どもたちは自分たちを親の従属物ではなく、
「一人前」として見てもらいたいと思うようになります。こ
の感情が、干渉してくる保護者や教師などの大人に対する反
抗という形で表れます。いわゆる「反抗
期」です。
　この時期の子どもには、次のような点
に気を付けて接するのがよいでしょう。
①　子どもの反抗・反発には、逃げたり
　かわしたりせずに正面から向き合う。
②　物分かりのよいふりをするなど、不
　自然に無理をした対応をしない。
③　子どもにとっての「壁」になる存在、
　子どもを温かく包む立場など、かかわ
　る大人の間で大まかな役割分担をして
　おく。

Ｑ　子どもの進路について保護者はどのようなことに気を付ければよいのですか。

＜中学時代の進路を考えるときのポイント＞

①　生活するには、それなりの苦労があるということを実感として感じとらせるように

　する。

②　子どもの将来について関心をもち、日ごろから

　子どもの興味や関心をつかみ、子どもの適性発見

　に努める。

③　子どもが自己決定できるだけの情報を持ってい

　るか、その情報をうまく利用できるかを確認する。

④　自己決定したことが達成できるかどうかを考え

　られるように支援する。不十分なことがあれば

　「最小限の助言」をする。
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□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

　

い
つ
ま
で
も
、
元
気
に
健
康
で
生
活
す
る
た
め
に
は
、
血
管
の
し
な
や
か
さ
（
弾
力
性
）

を
保
ち
、
血
液
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
て
い
る
状
態
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

血
管
の
若
さ
は
、
食
事
、
運
動
な
ど
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

教
室
に
参
加
し
て
、
ぜ
ひ
血
管
の
若
さ
を
保
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
										

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�

□
会　

場　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

□
対　

象　

五
十
歳
以
上
〜
六
十
五
歳
未

満
の
方　

□
定　

員　

二
十
人
（
申
し
込
み
が
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

□
料　

金　

無
料

□
申
込
期
限　

一
月
十
六
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
３
１
１
・
３
１
２
）

血
管
に
優
し
い
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

①　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

〈
ご
は
ん
な
ど
の
主
食
、
メ
イ
ン
の
お

か
ず
の
主
菜
、
付
け
合
わ
せ
の
小
鉢
な

ど
の
副
菜
。こ
の
三
つ
が
そ
ろ
っ
た「
定

番
の
ス
タ
イ
ル
」
に
す
る
と
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
が
整
い
や
す
く
な
り
ま
す
〉

②　

適
正
体
重
を
保
つ

③　

塩
分
の
取
り
過
ぎ
に
注
意

④　

適
度
な
運
動

⑤　

酒
の
飲
み
過
ぎ
に
注
意

⑥　

思
い
切
っ
て
禁
煙

⑦　

ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
解
消
す
る

⑧　

定
期
的
に
健
診
を
受
け
る

〈
血
圧
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
、
血
糖

値
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
〉

内　　　容日　　　時

調理実習

���������	

　管理栄養士　岡本　和代氏

午後　 　　　　

6時 30 分～　　

　　　8時 00 分

1月 30 日

（金）

・ストレスと上手に付き合うコ

ツと体をほぐすストレッチ

�������	

����������	

　セラピスト　岩本　智恵美氏

午後 　　　　　

6時 30 分～　　

　　　8時 00 分

2月 6日

（金）

※ 2 日間の教室で予約制です。原則 2 日間とも出席できる方が対象です。

日程・内容　夕方の開催です。日中は仕事という方もぜひどうぞ。

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
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　町制５５周年記念「第３１回阿久比町産業まつり」（産業まつ
り実行委員会主催）が役場前駐車場で、１１月１５日と１６日の２日
間、盛大に開催されました。
　産業まつりは町の産業を紹介し、振興を図るために行われ
ています。協賛企業や商店などの各種出展コーナーが所狭し
と並び、あいにくの雨という悪天候にもかかわらず２日間で
約９,０００人が会場を訪れました。
　特設ステージでは、キャラクターショーやダンスチームに
よるパフォーマンスなどが繰り広げられました。また、緑化
木の無料配布やミカンのつかみ取りなども催され、
どのコーナーも長蛇の列ができていました。

特設ステージで行われたキャラクターショー

ボールを使って遊ぶほくぶ幼稚園児たち

　プロ野球中日ドラゴンズの投手１０人が、１０月２９日から１１月６日
まで阿久比スポーツ村で秋季練習を行いました。
　今年日本一を逃した選手たちは、日本一奪回を目指して、阿久
比の地で午前中は野球場、午後は陸上競技場などでハードなト
レーニングに取り組んでいました。
　１１月４日には、ほくぶ幼稚園児が練習を見に出掛けました。球
団関係者の好意で、練習の合間にグラウンドの中へ入れてもらえ
ることができ、選手たちが使ったボールで遊ぶことができました。
園児たちは広いグラウンドを楽しそうに駆け回っていました。
　秋季練習に参加した投手１０人のサインボールと色紙が役場玄
関ロビーに飾ってあります。ご覧ください。

阿久比球場で練習を行うドラゴンズ投手

ミカンのつかみ取りに挑戦する子どもミカンのつかみ取りに挑戦する子ども

役場玄関ロビーでサインボールを見る子どもたち役場玄関ロビーでサインボールを見る子どもたち
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あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

●園児たちが感謝の気持ちを手紙に書いて贈る
　勤労感謝の日（１１月２３日）を前に、ほくぶ幼稚園児たち
が「自分たちの町を守る、おまわりさんや消防士のおじさ
んに感謝の気持ちを伝えたい」との思いで感謝の手紙を書
きました。
　１１月１９日町長室、半田消防署阿久比支署、阿久比交番を
訪れ、町長や署員に、書いた手紙を大きな声で「いつもあ
りがとう」と読み上げ、手渡しました。

　あぐいくらしの会主催の第３０回消費生活展が１１月１５日
と１６日の２日間、中央公民館南館ホールで行われました。
「活かそう消費者の視点～一人ひとりが出来ること～」を
テーマに、会で活動してきた内容をパネルなど使い展示し
ました。
　会のメンバーは会場を訪れた一人ひとりに声を掛け、ゴ
ミ減量のために「買い物にはマイバック持参してくださ
い」などと呼び掛けていました。

●消費生活展で日ごろの暮らしを考える

●発明クラブメンバーが全国大会出場へ
　阿久比町少年少女発明クラブに所属し、「ものづくり体
験教室全国大会」（１１月２９日東京）に出場する滝澤優太君
（英比小３年）が、１１月２０日町長へ出場報告に訪れました。
　大会では自作のプロペラカー（写真）でゴムの力を使い、
長さ５メートルのコースで速さを競います。滝澤君は「優
勝を目指します」と力強く健闘を誓っていました。

●更生保護女性会が子育て支援を協力
　１１月１８日、草木保育園で開かれた未就園児と親を対象と
した事業「なかよし広場」に更生保護女性会のメンバーが参
加し、幼児や親と楽しく触れ合いました。
　更生保護女性会は、明るい地域を目指す予防活動のほか
にも、子育て支援活動などさまざまなボランティア活動を
行っています。
　メンバーたちは「自分たちの経験を生かして、若いお父さ
んやお母さんに子育ての支援ができれば」と話していました。

●老人クラブがグラウンドゴルフで汗を流す
　１１月１２日、阿久比スポーツ村野球場で町老人クラブ連絡
協議会グラウンドゴルフ大会が開かれました。大会には
２５５人が参加。赤ゾーン、青ゾーンの各男女に分かれて行
われ、それぞれのゾーン優勝者がプレーオフを行い、総合
順位を決めました。大会結果は次のとおりです。（敬称略）
　総合優勝　松下孝安（宮津）、準優勝　佐々木忠男（宮津山田）
　松下さんは来年度開催の愛知県老人クラブ連合会主催
の大会に出場します。

●航空写真、町へ寄贈
　町民体育祭レクリエーション大会（１０月１２日阿中運動場
で開催）で、町制５５周年記念に約７００人が参加して人文字
を作り、航空撮影した写真が出来上がり、イベントを企画
した阿久比町商工会青年部が町へ３枚の写真を寄贈して
くれました。
　写真は役場玄関ロビーに展示してあります。ご覧くださ
い。
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�◆
期
間　
　

一
月
十
八
日（
日
）

◆
時
間　
　

午
前
十
時
〜
午
後
一
時

◆
会
場　
　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　
　

一
般
（
男
性
）

◆
定
員　
　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　
　

千
円
程
度

◆
内
容　
　

料
理
を
し
た
こ
と
の
な
い
お

父
さ
ん
。
初
め
て
の
料
理
に

挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

◆
講
師　
　

管
理
栄
養
士　

岡
本
和
代

�◆
期
間　
　

十
二
月
二
十
日（
土
）

◆
時
間　
　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

◆
会
場　
　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　
　

一
般

◆
定
員　
　

三
十
人

◆
受
講
料
な
ど　
　

無
料

◆
内
容　
　

振
り
込
め
詐
欺
や
年
末
に
か

レ
ッ
ツ
ス
タ
ー
ト
は
じ
め
て
の
料
理

「
パ
パ
の
料
理
で
一
家
だ
ん
ら
ん
」

犯
罪
か
ら
私（
我
が
家
）を
守
る
方
法

け
て
の
防
犯
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

◆
講
師　
　

半
田
警
察
署
職
員

�◆
期
間　
　

二
月
十
四
日（
土
）〜
三
月
十

四
日（
土
）全
五
回

◆
時
間　
　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

◆
会
場　
　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　
　

一
般

◆
定
員　
　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　
　

二
千
円
程
度

◆
内
容　
　

写
真
の
撮
り
方
を
基
礎
か
ら

学
び
ま
す
。

◆
講
師　
　

文
化
協
会
中
日
写
協
阿
久
比

支
部

�◆
期
間　
　

十
二
月
二
十
七
日（
土
）

◆
時
間　
　

①
午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

　
　
　
　
　

②
午
後
六
時
半
〜
午
後
八
時

楽
し
い
写
真
教
室

正
月
用
生
け
花
教
室
①
②

◆
会
場　
　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　
　

一
般

◆
定
員　
　

各
十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　
　

生
花
二
千
円
程
度
・

自
由
花
二
千
五
百
円
程
度

◆
内
容　
　

生
花
と
自
由
花
ど
ち
ら
か
の

生
け
方
を
学
び
ま
す
。

◆
講
師　
　

文
化
協
会
茶
華
道
部　

大
棟

峯
子

�◆
期
間　
　

一
月
二
十
一
日（
水
）、
二
月

十
二
日（
木
）、
二
月
二
十
五

日（
水
）、
三
月
十
一
日（
水
）、

三
月
二
十
五
日（
水
）全
五
回

◆
時
間　
　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　
　

中
央
公
民
館
南
館

◆
対
象　
　

一
般

◆
定
員　
　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

一
回
三
千
五
百
円（
毎
回
徴
収
）

◆
内
容　
　

素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
作
品
づ

く
り
で
す
。

　
　
　
　
　

①
小
菊
を
使
っ
た
ア
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　

②
も
こ
も
こ
フ
レ
ー
ム

　
　
　
　
　

③
森
の
ア
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　

④
春
の
か
ご
ア
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　

⑤
キ
ュ
ー
ト
な
リ
ボ
ン
ア
レ

ン
ジ

　
　
　
　
　

二
回
以
上
参
加
で
き
る
方
が

対
象
で
す
。
仕
入
れ
の
都
合

で
花
材
が
変
更
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

◆
講
師　
　

Ａ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
ア

カ
デ
ミ
ー
認
定
講
師　

竹
内

か
お
り

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

�◆
期
間　
　

一
月
十
六
日（
金
）〜
三
月
十

三
日（
金
）全
六
回

◆
時
間　
　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

◆
会
場　
　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　
　

一
般

◆
定
員　
　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　
　

月
二
千
円
（
毎
月
徴

収
）

◆
内
容　
　

仲
間
と
元
気
よ
く
一
緒
に
踊

り
ま
せ
ん
か
。

◆
講
師　
　

中
野
磨
美

チ
ア
ダ
ン
ス
教
室

平
成
２０
年
度
第
四
期 

生
涯
学
習
教
室
・
講
座
開
講 

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
を
目
標
に
町
民
の
皆
さ
ん

の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
教
室
・
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
年
四
回
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は
そ
の
第
四
回
目
で
す
。 

　
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

�

�

�

�

����������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

□申込資格　町内在住・在勤・在学している方
□申込期間　１２月１５日（月）まで
□申し込み方法
　　電話（平日午前９時～午後５時）、ＦＡＸ、メール、公民館
窓口で申し込んでください。
　※　定員を超えた場合は初めての方を優先し、抽選により決

定させていただきます。申し込みが１０人未満の場合や講師
の都合により変更などもありますのでご了承ください。

□問い合わせ先　社会教育課公民館係
　�（４８）１１１１（内２６０）　ＦＡＸ（４８）６２２９
　メールアドレス　shakyo@town.agui.lg.jp
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日にち　１０月１１日

場　所　中央公民館本館

　中央公民館の北側駐車場で犬のしつけとマナー教室

を行いました。

　受講生は実際に自分たちが飼っている犬を連れて参

加しました。最初はあまり言うことを聞かなかった犬

たちも、最後に行われた修了試験には全員無事に合格

し、修了証が授与されました。

日にち　７月２４日～１１月１２日

場　所　中央公民館本館

　ＡＵＢＥプリザーブドアカデミー認定講師の竹内かお

りさんの指導でプリザーブドフラワー講座を開きました。

　プリザーブドとは「保存する」という意味です。色

素を抜くなどの特殊な加工を施した花を使い、生花の

ようなみずみずしさを保った、色鮮やかな美しい作品

を作り上げました。

犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬のののののののののののののののののののののしししししししししししししししししししししつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけとととととととととととととととととととととマママママママママママママママママママママナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室プププププププププププププププププププププリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフラララララララララララララララララララララワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座

　

明
治
四
年
に
行
わ
れ
た
廃
藩
置
県
の
結

果
、
知
多
郡
を
の
ぞ
く
尾
張
が
愛
知
県
と

な
り
、
三
河
と
知
多
郡
が
額
田
県
と
な
り

ま
し
た
。
翌
年
、
明
治
五
年
に
は
額
田
県

と
愛
知
県
が
合
併
し
て
現
在
の
愛
知
県
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
年
、
明
治
政
府
は
、
そ
れ
ま
で
の

庄
屋
・
名
主
・
年
寄
な
ど
を
廃
止
し
て
大

区
・
小
区
・
戸
長
の
制
度
を
作
り
ま
し
た

が
、
昔
か
ら
あ
る
村
々
の
仕
組
み
や
、
つ

な
が
り
と
食
い
違
い
が
大
き
く
う
ま
く
運

営
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

英
比
谷
十
六
カ
村
か
ら
阿
久
比
町
へ

　

明
治
十
七
年
に
区
を
廃
止
し
て
郡
区
町

村
を
設
置
し
ま
し
た
。
全
国
で
町
村
合
併

が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
阿
久
比
で

は
十
二
の
村
に
分
か
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

明
治
二
十
一
年
に
「
市
制
・
町
村
制
」
が

施
行
さ
れ
町
村
合
併
が
進
め
ら
れ
て
、
知

多
郡
で
も
八
十
九
町
村
が
六
十
四
町
村
に

統
合
さ
れ
、
阿
久
比
は
明
治
二
十
二
年
、

十
二
村
が
三
村
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

阿
久
比
各
村
の
合
併
、
分
離
は
複
雑
な

経
過
を
た
ど
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
か
ら

「
英
比
谷
十
六
カ
村
」
と
い
わ
れ
、
阿
久

比
川
の
両
側
の
山
す
そ
に
転
々
と
集
落
を

造
っ
て
い
た
各
村
は
、
も
め
ご
と
も
多
く

簡
単
に
は
合
併
と
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　

明
治
三
十
九
年
に
県
下
一
斉
の
大
規
模

な
市
町
村
合
併
が
実
施
さ
れ
、
阿
久
比
で

も
三
村
が
合
併
し
「
阿
久
比
村
」
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
昭
和
二
十
八
年
に
町
制
を
施
行

し
、「
阿
久
比
町
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今

年
は
町
制
施
行
五
十
五
周
年
の
記
念
の
年

で
す
。

（
参
考
『
あ
ぐ
い
の
あ
ゆ
み
』）

阿久比町沿革史
昭和 ２８ 年
１ 月 １ 日

明治 ３９ 年
５月 １ 日

明治 ２２ 年
１０ 月 １ 日

明治 １７ 年
２ 月

明治 １１ 年
１２ 月 ２８ 日明治初年郡藩

阿久比町阿久比村

阿久比村

阿久比村

阿久比村

稗之宮村

知　
　
　
　
　

多　
　
　
　
　

郡

名　
　
　
　
　

古　
　
　
　
　

屋

椋岡村
椋原村
角岡村

矢高村
高岡村
矢口村

植大村
植　村
大古根村

東阿久比村

横松村横松村
萩　村萩　村
宮津村宮津村
板山村板山村
福住村福住村

上阿久比村

白沢村白沢村
草木村草木村

卯坂村
卯之山村
坂部村
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東
部
小
学
校
周
辺
を
ぶ
ら
り
歩
い
た
。

暦
の
上
で
は
立
冬
も
過
ぎ
、
本
格
的
な

冬
近
し
。
空
は
鉛
色
。
北
風
も
冷
た
い
。

県
道
南
粕
谷
半
田
線
沿
い
の
街
路
樹
は
、

黄
色
や
赤
に
色
づ
き
、
落
ち
葉
は
風
が
吹

く
た
び
に
舞
い
上
が
る
。

通
学
路
で
は
、「
子
ど
も
見
守
り
隊
」
の

腕
章
を
付
け
た
男
性
が
下
校
時
の
児
童
た

ち
に
優
し
く
声
を
掛
け
る
。
寒
い
中
、
子

ど
も
た
ち
を
見
守
る
姿
に
は
頭
が
下
が
る
。

手
を
つ
な
ぎ
友
達
と
仲
良
く
歌
を
歌
い
な

が
ら
下
校
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
、
実

に
無
邪
気
で
か
わ
い
ら
し
い
。

小
学
校
西
側
の
正
門
か
ら
友
人
の
母
校

に
足
を
踏
み
入
れ
る
。「
懐
か
し
い
に
お
い

が
し
ま
す
ね
」。
友
人
の
顔
が
緩
む
。

「
わ
が
母
校
は
、
東
門
近
く
に
そ
び
え

る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
似
た
〈
メ
タ
セ

コ
イ
ア
〉の
木
が
自
慢
な
ん
で
す
よ
」。
校

舎
の
高
さ
を
追
い
越
す
勢
い
で
伸
び
、
二

等
辺
三
角
形
を
成
す
形
は
見
事
だ
。「
写
生

大
会
で
は
卒
業
す
る
ま
で
、
ず
っ
と
こ
の

木
を
描
き
続
け
ま
し
た
」。「
ど
う
し
て
？
」。

「
校
舎
を
描
く
の
が
難
し
か
っ
た
か
ら
で

す
」。「
え
っ
、
そ
れ
が
理
由
な
の
・・・・
」。

放
課
後
の
校
庭
で
は
、
児
童
た
ち
が
一

輪
車
で
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
指
導
に
当

た
る
先
生
が
何
を
し
て
い
る
か
話
し
て
く

れ
る
。

「
学
校
の
伝
統
で
、
卒
業
式
の
会
場
と

な
る
体
育
館
に
、
全
校
児
童
が
育
て
た
花

を
飾
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
き
れ
い

な
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に
自
分
た
ち
の
手

で
�
一
人
一
鉢
の
花
�
の
土
作
り
を
実
践

し
て
い
ま
す
。
一
輪
車
で
運
ん
で
い
る
の

は
土
や
牛
ふ
ん
で
す
よ
。
毎
年
三
月
に
は

素
晴
ら
し
い
花
が
育
ち
ま
す
よ
」。

寒
さ
に
も
負
け
ず
、
楽
し
そ
う
に
作
業

を
す
る
の
は
五
年
生
。
男
の
子
に
学
校
の

自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
を
尋
ね
て
み
る
。「
ホ

タ
ル
を
大
切
に
育
て
て
い
る
こ
と
と
、
メ

タ
セ
コ
イ
ア
の
木
で
す
」。学
校
内
に
は
ホ

タ
ル
が
観
察
で
き
る
場
所
「
ホ
タ
ル
ワ
ー

ル
ド
」
が
設
け
ら
れ
、
六
月
下
旬
に
は
一

般
開
放
し
て
ホ
タ
ル
観
賞
会
が
開
か
れ
て

い
る
。

「
今
日
は
何
だ
か
妙
に
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
や
っ
ぱ
り
母
校
は
い
い
で
す
ね
。

僕
と
同
じ
自
慢
を
し
て
い
た
子
は
、
将
来

有
望
で
す
ね
。
楽
し
み
で
す
。〈
♪
な
だ
ら

か
な　

丘
の
ふ
も
と
に　

平
和
の
ま
ち
の

　

空
が
す
む
・
・
・
♪
〉」。
久
し
ぶ
り
に

友
人
十
八
番
の
東
部
小
学
校
校
歌
を
聞
い

た
。
相
変
わ
ら
ず
音
は
外
れ
て
い
た
。

東部小学校のシンボルの木「メタセコイア」

作業をする東部小学校児童

蟹田橋 

東部小学校 

英
比
川 

阿
久
比
川 

蟹田川 

卍 
光西寺 
卍 

光西寺 

卍 
谷性寺 

熱田社 

55

熱田社 

文
東部小学校 
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組合債の現在高

現　在　高借　入　先現　在　高目　　　　　　的

１３億１，４０５万円財 務 省１億２，２６２万円余 熱 利 用 施 設 整 備 事 業 債

１３億１，４０５万円　 合　 計　８億８，３１６万円し 尿 処 理 施 設 整 備 事 業 債

２億８，９０８万円排ガス高度処理施設整備事業債

１，２４９万円ごみ処理施設災害復旧事業債

６７０万円余熱利用施設災害復旧事業債

１３億１，４０５万円　 合 計　

　

東
部
知
多
衛
生
組
合
の
財
政
状
況
を
、
東
部
知
多
衛
生
組
合
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
き
公
表
し
ま
す
。
今
回
は
平
成
二
十
年
度
上
半
期（
四
月
〜
九
月
）の
財
政
状
況
と
平

成
十
九
年
度
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成１９年度一般会計決算状況
歳　出歳　入

歳 出 決 算 額科　　　　　　目歳 入 決 算 額科　　　　　　目

１２８万円議 会 費１７億３，４９５万円分担金及び 負担金

５，７９３万円総 務 費１億８，２９４万円使用料及び 手数料

１３億２，２２７万円衛 生 費３，３３１万円財 産 収 入

５億７，３２７万円公 債 費１，６０１万円繰 越 金

０予 備 費２２７万円諸 収 入

１９億５，４７５万円　 歳 出 合 計　１９億６，９４８万円　 歳 入 合 計　

一般会計予算執行状況（平成２０年９月３０日現在）
歳　入

収入率（％）収入済額予算現額科　　目

３８．９６億７，４４１万円１７億３，２３４万円分担金及び負担金

４２．４１億６８７万円２億５，１９４万円使用料及び手数料

８１．９２，１６３万円２，６４１万円財 産 収 入

１４７．３１，４７３万円１，０００万円繰 越 金

７９．８１２７万円１５９万円諸 収 入

４０．５８億１,８９１万円２０億２，２２８万円　 歳 入 合 計　

歳　出

執行率（％）支出済額予算現額科　　目

１．５１万円６７万円議 会 費

３２．５１，９９４万円６，１３４万円総 務 費

３１．２４億２，９２５万円１３億７，７００万円衛 生 費

５０．０２億８，６６３万円５億７，３２７万円公 債 費

０．００１，０００万円予 備 費

３６．４７億３，５８３万円２０億２，２２８万円　 歳 出 合 計　

建物　１５，７７３．６１㎡
土地　６１，１３９．０６㎡

組合財産

財
政
状
況

財
政
状
況 

財
政
状
況 

□問い合わせ先　東部知多衛生組合　�０５６２（４６）８８５５
　

二
市
二
町
（
阿
久
比
町
、
大
府
市
、
豊
明
市
、
東
浦
町
）
で
構
成
す
る
東
部
知
多
衛
生
組
合

で
は
、
私
た
ち
の
家
庭
か
ら
発
生
す
る
ゴ
ミ
な
ど
の
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
処
理
を
行
う
に

は
毎
年
多
く
の
予
算
を
使
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
で
ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
資
源
ゴ
ミ
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
す
な
ど
し
て
ゴ
ミ
減
量
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
減
量
に
協
力
を

ゴ
ミ
減
量
に
協
力
を 
ゴ
ミ
減
量
に
協
力
を

ゴ
ミ
減
量
に
協
力
を 
ゴ
ミ
減
量
に
協
力
を 
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�
　

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
は
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
全
国
の
製
造
業
を
営
む
事
業
所

を
対
象
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
国
・
県
・
市
町
村
の
行
政
施

策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
使
わ
れ
る

ほ
か
、
企
業
、
大
学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、

小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
製
造
事
業
所
に
は
、

十
二
月
下
旬
か
ら
愛
知
県
知
事
か
ら
任
命

さ
れ
た
統
計
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
票
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
４
）

�危
険
物
取
扱
者
試
験

□
試
験
日
な
ど　

平
成
二
十
一
年
一
月
二

十
五
日（
日
）甲
種
・
乙
種
第
４
類
・
丙

種
□
試
験
会
場　

名
古
屋
市
内

□
受
付
期
間　

十
二
月
八
日（
月
）〜
十
二

月
十
六
日（
火
）

□
試
験
手
数
料　

甲
種
五
千
円
、
乙
種
三

千
四
百
円
、
丙
種
二
千
七
百
円

※　

手
数
料
は
受
験
願
書
に
同
封
の
郵
便

振
込
用
紙
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
試
験
研
究
セ
ン

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

�

�

�

�

�

	

タ
ー
�
０
５
２（
９
６
２
）１
５
０
３

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

災
課
�（
２
１
）１
４
９
１

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

□
講
習
日
時　

平
成
二
十
一
年
一
月
十
四

日（
水
）午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
講
習
会
場　

大
府
市
勤
労
文
化
会
館

□
講
習
内
容　

乙
種
第
４
類
が
対
象

□
受
付
期
限　

平
成
二
十
一
年
一
月
十
三

日（
火
）

□
講
習
費
な
ど　

受
講
料
四
千
円
、
テ
キ

ス
ト
代
四
千
円

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中

部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防
災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１　

Ｈ
Ｐ　

http://
w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/
�□

講
習
日　

平
成
二
十
一
年
二
月
三
日

（
火
）〜
六
日（
金
）の
指
定
す
る
四
日
間

□
講
習
会
場　

　

ウ
ィ
ル
あ
い
ち
（
名
古
屋
市
）

□
対　

象　

危
険
物
製
造
所
な
ど
で
取
り

扱
い
作
業
に
従
事
し
て
い
る
免
状
交
付

者
。
（
保
安
監
督
者
も
含
む
）

□
講
習
種
別　

給
油
取
扱
所
、
特
定
事
業

所
、
一
般

□
申
し
込
み　

平
成
二
十
一
年
一
月
九
日

（
金
）〜
一
月
十
五
日（
木
）に
愛
知
県
危

険
物
安
全
協
会
連
合
会
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

□
受
講
料　

四
千
七
百
円

※　

愛
知
県
収
入
印
紙
を
購
入
し
、
申
請

書
に
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

　

�
０
５
２（
９
６
１
）６
６
２
３

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

　

災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp
/̃chitachu/

�
　

愛
知
県
か
ら
の
委
託
事
業
で
「
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
」
推
進
を
目
的
と
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

障
害
者
本
人
、
障
害
者
の
家
族
、
医
療

機
関
関
係
者
、
行
政
職
員
な
ど
と
参
加
者

の
意
見
交
換
も
行
い
ま
す
。

□
日　

時　

十
二
月
二
十
一
日（
日
）

□
場　

所　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館

□
参
加
費　

無
料

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

特
定
非

営
利
活
動
法
人
つ
み
き
福
祉
工
房

　

�（
２
３
）３
０
７
８

�
　

成
年
後
見
制
度
の
普
及
、
啓
発
の
た
め

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

平
成
二
十
一
年
一
月
十
六
日

〜
二
月
二
十
日（
毎
週
金
曜
日
全
六
回
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
場　

所　

知
多
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

二
階
会
議
室
（
知
多
市
緑
町　

―
１
）

１２

□
定　

員　

四
十
人
（
先
着
順
）

□
受
講
料　

千
円
（
資
料
代
）

□
内　

容　

一
日
目
成
年
後
見
概
論
、
二

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�

�
�

日
目
高
齢
者
・
障
害
者
の
権
利
侵
害
の

状
況
、
三
日
目
法
定
後
見
の
申
し
立
て

手
続
き
、
四
日
目
任
意
後
見
制
度
、
五

日
目
財
産
管
理
と
身
上
監
護
、
六
日
目

後
見
人
の
実
務

□
講　

師　

弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
地

域
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
知
多
後
見
事
務

所　

�
０
５
６
２（
３
９
）２
６
６
３

　

十
二
月
三
日
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
。

�
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
ど
で
は
、

障
害
の
あ
る
方
が
参
加
で
き
る
創
作
活
動

の
イ
ベ
ン
ト
を
、
ア
ト
リ
エ
Ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ

ｔ
ｅ
（
あ
ん
だ
ん
て
）
と
の
共
同
企
画
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
木
の
実
で
遊
ぼ
う
」
で
す
。

□
日　

時　

十
二
月
二
十
日（
土
）　

午
前

十
時
〜
正
午

□
場　

所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

ん
ど
元
浜
事
業
所
（
東
海
市
元
浜
町

　

）
１０

□
対
象
者　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精

神
障
害
の
あ
る
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る

児
童

□
参
加
費　

四
百
円

□
定　

員　

十
人
（
先
着
順
）

□
応
募
期
間　

十
二
月
九
日（
火
）〜
十
二

月
十
八
日（
木
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
あ
ん
ど
元
浜
事
業
所　

�
０
５
６

２（
３
９
）２
７
７
８　

電
子
メ
ー
ル

（shien@
vanilla.ocn.ne.jp

）

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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現
在
、
上
場
会
社
の
株
券
は
紙
で
流
通

し
て
い
ま
す
が
、
平
成
二
十
一
年
一
月
五

日
か
ら
「
株
券
電
子
化
」
に
よ
り
、
株
券

で
の
売
買
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

株
券
電
子
化
後
に
は
、�
他
人
名
義
の

株
券
�
が
他
人
の
名
義
で
権
利
が
登
録
、

保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
他
人
名

義
の
上
場
株
券
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
株

主
名
を
自
分
の
名
前
に
名
義
書
換
え
し
て

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
証
券
会
社
や
株
主
名
簿
管
理
人

（
信
託
銀
行
）
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

金
融
庁
Ｈ
Ｐ

　
（http://w

w
w
.fsa.go.jp/

）

東
海
財
務
局
Ｈ
Ｐ

　
（http://w

w
w
.m
of

‐ tokai.go.jp/

）

□
問
い
合
わ
せ
先　
「
株
券
電
子
化
」な
ん

で
も
相
談
窓
口　

�
０
１
２
０（
７
７
）

０
９
１
５

今今月月のの納納税税ななどど
固定資産税・都市計画税　　　３期分
公共下水道事業受益者負担金　３期分
　納期限は１２月２５日（木）です。

後期高齢者医療保険料　　　　６期分
　口座振替の方は１２月２５日（木）、自
主納付の方は、平成２１年１月５日
（月）が納期限です。
※口座振替の方は、口座の残高確認をお願いします。

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１２月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会月定例議会ををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催開催
　平成２０年阿久比町議会第４回定例会
を次のとおり開催します。
□日　時　１２月４日（木）　午前１０時～
□問い合わせ先　議会事務局
　�（４８）１１１１（内２４１）

冬は、一年中で最も空気が汚れやすい季節です。 

また、地球温暖化をもたらす二酸化炭素濃度が増え続けています。 

家庭でできる小さな心掛けで、大気汚染・地球温暖化を防止しましょう。 

●　暖房温度は19℃以下に設定しましょう。 

●　不必要な照明・電気製品の電源をこまめに消しましょう。 

●　無用なアイドリングや、急発進、急加速を 

　しないなどエコドライブに努めましょう。 

●　できるだけ、公共交通機関や自転車を 

　利用しましょう。 

●　給湯器の設定温度をできるだけ低く 

　しましょう。 

「あいちエコチャレンジ21」県民運動実施中 

（http://www.pref.aichi.jp/kankyo/taiki-ka/eco２１/index.html） 
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，４２８　　（　１５）

人　口　２５，０７０人（　６）

　男　　１２，４０２人（△５）

　女　　１２，６６８人（　１１）

（　　）は前月との増減数

１０月中の異動

　出生　１９　転入　  ９６

　死亡　１９　転出　  ９０

平成２０年１１月１日現在

人 口 と 世 帯

○日　　時　平成 ２１ 年１月５日（月）
　　　　　　Ⅰ部受付　午前８時 ４５ 分～
　　　　　　Ⅱ部受付　午前９時 ５０ 分～
　　　　　　Ⅲ部受付　午前 １０ 時 ５０ 分～
○会　　場　ふれあいの森体育室
○参加対象　町内在住在勤を問わず、
　　　　　　どなたでも参加できます。
○参 加 費　無料

○申し込み・問い合わせ先

　社会教育課　�（４８）１１１１（内 ２６２）
＊大会要項を町内全戸に配布します。
　要項に印刷してある参加申込書で、
　申し込みください。
＊電話・FAXによる申し込みは受け
　付けません。ご了承ください。

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																							







































��������������������������������������������������������������������������������������������������	�
���


